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 タイガー計算機と言えば思い出される話がある。古在由秀元台長は、子の計算機を回す

スピードではだれにも負けなかったと自慢しておられた。 

 

これらアーカイブ室新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただ

ければ幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


